
・ 講演会で識者の話を聞くのもよろしいが、もっと現実的なものについて訴える方法がないか。
例えば映画等聞くだけでなく観る方法も検討して欲しい！

（７０歳以上）
・ 楽しく聞く事が出来ました。男女という性の事を考えさせられました。

（６０代）
・ もっともっと部落差別の研修をお願いします。
ありがとう。

（７０歳以上）
・ 講演会、共感できることがたくさんありました。当事者の少数だけでやっている
運動は広がらない…そのとおりだと思いました。話が面白くて聞き入ってしまいました。

（５０代）
・ 例年行われる今回のような大きな講演会も大切だが、「部落差別問題」や
「部落差別解消推進法」にも関わって、もっと小規模な（自治区、小学校単位など）
啓発活動にも取り組んではどうか。

（５０代）
・ 「自分がされたらイヤなことはしない」ではなく、他人がされたらイヤなことを想像する。
当たり前のことですが、「自分がされたら」の言葉が普通に使われているので
「自分がよければ他人にしていい」とならないように気を付けようと感じました。
相手がLGBTQや障がい者など少数者と呼ばれる人達にも想像し、受け入れる
人間になりたいと思いました。

（３０代）
・ 利己と利他についてテーマとして検討して欲しい。自助共（協）助公助の観点からも。

（６０代）
・ 大学生の息子に今日の話を伝えます。話し合ってみます。

（６０代）
・ レベルの高いお話で、いつの間にか話の中に吸い込まれていました。
とてもお話上手な先生だと思いました。もっと聞きたいと思いました。

（７０歳以上）
・ 講演時間は短くて楽しい方が良い。時間がないと、どんなに良い事を言っても
聞いていない。みんなが集中して聞ける講演にして欲しい。
ビデオの方が理解しやすい。

（７０歳以上）
・ 具体的で大変分かりやすかった。

（６０代）
・ とても面白くわかりやすい講演でした。ありがとうございました。

（５０代）
・ ありがとうございました。

（５０代）
・ 参加される方が限られている。もっと多くの方々、分野が参加して欲しい。

（７０歳以上）
・ 声も大きくわかりやすい内容であった。講演はずばっと言い切るタイプの方が
心に残るが、その言い方、話し方に腹が立つこともある。難しい課題である。

（６０代）
・ 話がとてもわかりやすくてあっという間に時間が過ぎました。具体例が多くて
わかりやすかったです。人権については憲法の話も聞いてみたいと思いました。
基本的な事もよく知らないので。

（６０代）
・ 部落差別の問題をテーマにした講演会

（６０代）
・ アンコンシャスバイアス

（５０代）
・ 人種差別にもかかわる事なので今後も必要な事だと思います。

（７０歳以上）
・ あらためて学習する事の確認ができました。

（４０代）

自由意見のまとめ（講演会についてのご意見や今後開催してほしいテーマなど）
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・ 自分のものさしでということに気づき
少数派多数派の考え
人権アップデートしなければいけない

（６０代）
・ 私自身、人権に対する考えが、またさらに更新できました。
今後の社会問題について男女関係なく共存できる社会づくりを共存していきたいと
強く思いました。また、機会があれば講演会に参加したいです。
来年もよろしくお願いします。

（２０代）
・ 大変すばらしい講演会を開催していただきありがとうございます。
人権に関するアップデートを常にしていきたいと思います。

（５０代）
・ ファイルはいらないと思う。もっと他に有効にお金を使ってはいかがかな！？
妻の方が私を大事に扱っているなと感じさせられた。
来年も女性の講師をお願い。

（７０歳以上）
・ 「自分がされて嫌なことを他人にしたらいけない！」これは言い換えれば
「自分が別に嫌とも思わないことなら、相手に行ったりしてもよい」ことになる。
⇒人によってとり方、とらえ方は全く異なることを知らねばならない。
当たり前は当たり前でないこと、こんなとらえ方もありますよね。
私もついついこのように考えている自分に気付かされました。ありがとうございました。

（７０歳以上）
・ 差別はなくならない。それが出発点。

（６０代）
・ ありがとうございました。

（７０歳以上）
・ 参加して良かったです。LGBTQの講演会を開いてほしい。

（２０代）
・ アップデートするためにもこれからも講演等には参加していきたいと思います。
ありがとうございました。

（６０代）
・ ひっぱりだこの谷口先生、話す内容に吸い込まれそうでした。本当に良かったです。

（７０歳以上）
・ 人権は社会を構成していくためにアップデートしていく必要があるということを
心にきざみたい。

（６０代）
・ ありがとうございました。

（５０代）
・ 日常生活の中で人権について考える意識が大切と感じました。
今回の研修会、コロナ状況の中でお疲れ様でした。

（５０代）
・ 期待通りの講演会でした。

（６０代）
・ まだまだ公務員の中（職場の中）でさえ女性職員に対して対等に接することが
できない人がいる。人権の話は聞いたり話すことはあっても実生活になると…???

アップデートが必要。クリティカルマスの話をされていた。納得。
（５０代）

・ 大変すばらしいわかりやすい講演でした。自分目線はやはり自己満足の世界でしか
ないですね。具体的人権、根元から見つめ直し生活に生かされているか、
はなはだ疑問ですね。ありがとうございました。

（６０代）
・ 谷口真由美さんの講演は非常にわかりやすく勉強になった。

（７０歳以上）
・ 今回の話でアップデートしたいと思います。ウインドウズ95はソフトが強く、
固まりにくかったけど早く作業をすると今のはすぐ固まる。
人間もアップデートして良い人生を過ごしたい。

（７０歳以上）
・ 今までの講演会の中で一番、共感する部分がありました。
幅広い知識経験を元にしたお話で楽しい時間でした。ありがとうございました。

（４０代）
・ 部落問題を！

（５０代）
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・ 自分がされて嫌なことは他人にしない。未だに高校生に言う事がある。
受け取る側がされて嫌なことはしないにアップデートしていく。

（４０代）
・ とてもわかりやすい内容で自分のことをアップデートするヒントになりました。
ちょっと元気が出ました。

（５０代）
・ 具体的に人権の話を聞き、大変参考になりました。

（６０代）
・ ありがとうございました。

（３０代）
・ お話がとても聞きやすくわかりやすくて良かったです。

（４０代）
・ 「対等」「人権」まだまだ何かできるとか、するとはとてもできそうにないなぁと思いました。
しかし、このような会を受けれることはありがたいと思いました。
もっと考える時間やふれ合う時間が必要だと思いました。

（３０代）
・ 部落差別に特化した講演。

（５０代）
・ 人権や差別について新しい視点を学ぶことができました。

（５０代）
・ わかりやすい講演会でした。ありがとうございました。

（６０代）
・ 谷口さんの言葉にはっとさせられることが多く、参加してよかったです。
対立からどう折り合いをつけていくのか、難しさもありますが、法や根拠を大切にし、
あいまいで不確かなものをのぞいていきたいと思います。ありがとうございました。

（５０代）
・ 考え方の基準は自分ではなく、相手という当たり前のことに気付かせて頂きました。
とても勉強になりました。ありがとうございます。

（４０代）
・ 時代が変わっているので意識もアップデートしないといけない事がある。
「ごめんなさい」「ありがとう」が言える人間になっていきたい。

（５０代）
・ 講演会の話が面白く、分かりやすくとても勉強になりました。普段の生活の中で
人権について意識しながら、周りの方と関わっていきたいと改めて思いました。

（２０代）
・ 人権について学ぶとは、時代と共に日々、アップデートしていく必要があることを
学びました。

（３０代）
・ 谷口先生の追っかけで臼杵市から参加しました。一度、宮崎市で聴いたことがありました。
著書も大変興味深く熟読しました。今日も来てよかったと思って帰れます。
高速の車中もルンルンで帰ります。

（６０代）
・ お話がとてもおもしろかったです。内容もとてもわかりやすく組織の30％（お寿司と焼肉）の
話は確かに…と思いました。自分は人権について学んでいる方だと思っていたけど、
女子大生の話を聞いて、自分も古い考えを家庭内で持っている事を感じました。

（３０代）
・ 人権問題を考えるにあたっては、常に新しい情報をとりいれていくことが
必要だと感じた。

（３０代）
・ 大変おもしろく、参考になる講演でした。

（６０代）
・ 有意義な時間となりました。大変ありがとうございました。

（２０代）
・ 今までの講演会で一番おもしろかったです。

（２０代）
・ 自分目線で判断してはいけない。
「おせっかい」
あらためて気付かされました。大切にします。

（６０代）
・ おもしろいが…少し長い。

（６０代）
・ また、お招きして下さい！！

（５０代）
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・ 講演の先生の話が日常生活でよく有る内容でわかりやすかったです。
（７０歳以上）

・ 九同教で、一度谷口さんのお話を聴く機会があり、歯切れのよいわかりやすい話を
する方だなと思っていたので楽しみにしていました。
目の前の相手を見て話題を提供し、あきさせず考えさせる話をする姿に好感が持てます。

（５０代）
・ 心にしみる講話でした。ありがとうございました。

（５０代）
・ 本当に分かりやすく、きっぷのいいしゃべり口調で、心がすっきりしました。

（６０代）
・ 「おばちゃん」（女性）からの対等な人としての権利を改めて考える機会を持てた
ことに感謝です。

（６０代）
・ 以前、別の内容でお話を聞いた時もそうでしたが、新たな学びはなかったです。
それどころか、とても不快な気分になりました。誰に対して怒っているのか分かりませんが、
人権について学びに来ている人にも怒っているようで、不思議でした。まず自分のことを
「おばちゃん」と表現するような人間にはなりたくないと思いました。もう少し講師の選定を
慎重にしてほしいです。「おばちゃん」の定義は何か？

（４０代）
・ 身近に感じる、わかりやすい人権講座。部落差別も他人ごとではなく、“自分ごと”として
受け止められるように。部落差別の歴史等また、今起きている差別について（インターネット等）
取り上げてほしいと思います。

（６０代）
・ 弱者、子ども、母親の立場を上げる。

（４０代）
・ 今、世界が一つの国として活動していることが改めてわかります。
自分の国だけで考える時代ではなくなったなあ！と強く感じます。
しっかり新聞等見つめて参ります。
私は差別は許しません。共に一つの心で暮らしたい。

（７０歳以上）
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